
I． はじめに

　ICT技 術が社会を変えていることは疑いない.　ICT技

術 は機械技術,電 子技術 を利用することによって労働生

産性を高めることのできなかった部門の生産性の向上 を

目指す ものであるが,教 育はまさにその対象 とされるべ

き部門である.eLearningは 企業教育においては既 に大

きな成果 を収めているが,そ れに対 し大学教育ではさま

ざまなアプローチがeLearningに 対 してなされているに

も拘わらず,お よそ成功 を収めているとは言い難い.こ

れは大学教育の持つ多様性(対 象分野 科 目の種類,運

営の方式,受 講者の特質およびそのニーズ)に 由来する

もの と考えられる.

　このことから,大 学教育におけるeLearningコ ンテン

ツ作成 には講義担当者の意向 を的確 に反映させ られ る

方法が必要であることが分かる.そ のためには低費用

で操作性の容易 なeLearningコ ンテ ンツの作 成方法の

確立が求め られてい る.ま た,コ ンテンッを運用す る

ためには情報インフラと位置づけるべ きLMS(Learning

Management　 System)を 稼動させることは必須 である.

本研究ではこれ らの問題に具体的な答えを用意すること

を目指 した。

Ⅱ.目 的

　主 に,以 下の3つ の 目的をおいた.

1)低 費 用で効率 的 にeLearningコ ンテ ンツを作成 す る

方法論 を確 立す る こと.

2)eLearningコ ンテ ンツ を運用 す るため の低 費用 で使

い易 いLearning　 Management　 Systemを 選 定す る こと.

3)各 教 員が容易 に低 費用 でeLearningコ ン テ ンツ を作

成す る方 法論 を確 立 す る こ と.な お,PCス キ ル は通常

業務 の レベル の範 囲内 と仮 定す る.
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Ⅲ.研 究の経過

　講義ノー トの作成は大学の教員の当然の仕事である.

配布資料 を作成す ることもまた同様である、以前 は講

義用ス ライ ドを作 成する大学教 員は少数 であ ったが,

PowerPointが 一般化 した結果,ス ライ ドを講義で使用

するケースは少な くない.こ ういった作業を第三者に委

ねた場合,十 分な打ち合わせを事前に行 っておかなけれ

ば万足の行 く教材 を作成することはできない.ま た,逆

に教材を作成することによって講義のアイディアが生 ま

れたとい う経験はあ りふれた ものであろう.

　上で概観 したように,教 材は講義担当者が作成するこ

とが望ましい.し か し,業 者などに外注されることが極

めて多い教材がある.そ れがeLearningコ ンテンツであ

る.そ の理由は,高 性能 なPC,高 価 なソフ トウェア,

高度な技術が必要であったか らである.し かし,現 在で
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はPCの 機 能 は標 準的 な もの で十分 で ある し,ソ フ トも

Windowsに 付 属 して い る程 度の もの であ れば不足 はな

い.技 術 に して も,Office系 ソ フ トが使い こなせ る レベ

ルで十分 であ る.

　 これ らの こ とを考慮 し,適 当な ソフ トウェアを選 択す

る とと もに,作 成可 能な コンテ ンツ を構想 し,セ ミナー

プ ログラム をデザ イ ン し,教 材 を開発 した.

　 さ らに,さ ま ざまな フ リー ソフ トによるLMSの 中 か

ら,本 学 の状 況 に最 も相応 しい もの を比 較検討 した.

Ⅳ.成 果

　所要 時 間1.5時 間 のセ ミナ ープ ログラム とセ ミナーテ

キス トを開発 した,こ れ を用いて2008年12月 に青 森県

立保 健大学 内 にお いて教 員対象のeLearningコ ンテ ンツ

作 成セ ミナー を実施 した.

Ⅴ.考察

　このセミナーにおいて,受 講者はセ ミナー時間内でコ

ンテンツ作成の方法をほぼ習得 した。受講者はフリーの

オーサ リングソフ トの使用経験はなかったが,十 分に使

いこなす ことがで きていた.ま た,eLearningコ ンテン

ツ制作 に対 し意欲を持ったように思われる.

今回のセ ミナーに加 えて,講 義の ビデオ撮影,LMS

操作 に関 してそれぞれ1回1.5時 間程度のセミナーを行

うことで,教 員向けのeLearningス キル習得のためのセ

ミナーは完成するものと思われる,

Ⅵ.今 後の課題

1)LMSを 本 格 的 に稼 動 させ,　eLearningイ ン フ ラ を

構築 す る,

2)今 回 のeLearningセ ミナー プログラムは コンテ ンツ

作 成であ ったが,ビ デオ撮影 お よびLMS使 用 の セ ミナー

プ ログラ ムを開発 し,eLearningス キ ルセ ミナー と して

完結 した もの とす る,
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